










 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙１ 



令和3年度　　自主事業　参加人員 4月～1月（9月は緊急事態宣言で無し） 総合計 8241

健康・体験講座

テーマ（参加者計） 講座内容 講師名 実施月 開催日 時間 回数 参加者数

1 (月)ゆったりのんびりリラックスヨガ教室 健康・体験 片岡　歩 4・5・6月 毎週月曜日 9時30分～10時30分 12 264

2 いつでもどこでもかんたんストレッチ教室 健康・体験 片岡　歩 4・5・6月 毎週月曜日 11時～12時 12 167

3 かんたん筋トレストレッチ＆ヨガ教室 健康・体験 加藤　恵子 4・5・6月 毎週火曜日 13時30分～14時30分 12 249

4 骨盤ストレッチ教室 健康・体験 石崎亜矢子 4・5・6月 毎週水曜日 ９時～10時 12 259

5 やさしいストレッチヨガ教室 健康・体験 石崎亜矢子 4・5・6月 毎週水曜日 10時15分～11時15分 12 279

6 (水)健康寿命を延ばす筋トレ＆ストレッチ教室 健康・体験 福田　恵一 4・5・6月 毎週水曜日 11時30分～12時30分 12 110

7 快眠のためのやさしいヨガ教室 健康・体験 加藤　恵子 4・5・6月 毎週水曜日 19時～20時 12 227

8 骨盤肩甲骨リズム体操 健康・体験 石崎亜矢子 4・5・6月 毎週木曜日 9時30分～10時30分 12 199

9 (木)健康寿命を延ばす筋トレ＆ストレッチ教室 健康・体験 福田　恵一 4・5・6月 毎週木曜日 11時～12時 12 278

10 無理なく免疫力UPストレッチ＆ヨガ教室 健康・体験 加藤　恵子 4・5・6月 毎週金曜日 9時30分～10時30分 12 241

11 (金)ゆったりのんびりリラックスヨガ教室 健康・体験 片岡　歩 4・5・6月 毎週金曜日 11時～12時 10 69

12 (月)ゆったりのんびりリラックスヨガ教室 健康・体験 片岡　歩 7・8・10月 毎週月曜日 9時30分～10時30分 11 216

13 いつでもどこでもかんたんストレッチ教室 健康・体験 片岡　歩 7・8・10月 毎週月曜日 11時～12時 11 120

14 かんたん筋トレストレッチ＆ヨガ教室 健康・体験 加藤　恵子 7・8・10月 毎週火曜日 13時30分～14時30分 12 238

15 (火)やさしいストレッチヨガ教室 健康・体験 石崎亜矢子 7・8・10月 毎週火曜日 15時～16時 12 85

16 骨盤ストレッチ教室 健康・体験 石崎亜矢子 7・8・10月 毎週水曜日 ９時～10時 12 266

17 (水)やさしいストレッチヨガ教室 健康・体験 石崎亜矢子 7・8・10月 毎週水曜日 10時15分～11時15分 12 249

18 (水)健康寿命を延ばす筋トレ＆ストレッチ教室 健康・体験 福田　恵一 7・8・10月 毎週水曜日 11時30分～12時30分 10 120

19 快眠のためのやさしいヨガ教室 健康・体験 加藤　恵子 7・8・10月 毎週水曜日 19時～20時 9 178

20 骨盤肩甲骨リズム体操 健康・体験 石崎亜矢子 7・8・10月 毎週木曜日 9時30分～10時30分 11 166

21 (木)健康寿命を延ばす筋トレ＆ストレッチ教室 健康・体験 福田　恵一 7・8・10月 毎週木曜日 11時～12時 11 242

22 無理なく免疫力UPストレッチ＆ヨガ教室 健康・体験 加藤　恵子 7・8・10月 毎週金曜日 9時30分～10時30分 12 237

23 (金)ゆったりのんびりリラックスヨガ教室 健康・体験 片岡　歩 7・8・10月 毎週金曜日 11時～12時 11 117

24 (月)ゆったりのんびりリラックスヨガ教室 健康・体験 片岡　歩 11・12・1月 毎週月曜日 9時30分～10時30分 11 181

25 いつでもどこでもかんたんストレッチ教室 健康・体験 片岡　歩 11・12・1月 毎週月曜日 11時～12時 11 154

26 かんたん筋トレストレッチ＆ヨガ教室 健康・体験 加藤　恵子 11・12・1月 毎週火曜日 13時30分～14時30分 10 190

27 (火)やさしいストレッチヨガ教室 健康・体験 石崎・片岡 11・12・1月 毎週火曜日 15時～16時 11 67

28 骨盤ストレッチ教室 健康・体験 石崎亜矢子 11・12・1月 毎週水曜日 ９時～10時 11 220

29 (水)やさしいストレッチヨガ教室 健康・体験 石崎亜矢子 11・12・1月 毎週水曜日 10時15分～11時15分 11 214

30 (水)健康寿命を延ばす筋トレ＆ストレッチ教室 健康・体験 福田　恵一 11・12・1月 毎週水曜日 11時30分～12時30分 10 73

31 快眠のためのやさしいヨガ教室 健康・体験 加藤　恵子 11・12・1月 毎週水曜日 19時～20時 11 235

32 骨盤肩甲骨リズム体操 健康・体験 石崎亜矢子 11・12・1月 毎週木曜日 9時30分～10時30分 11 204

33 (木)健康寿命を延ばす筋トレ＆ストレッチ教室 健康・体験 福田　恵一 11・12・1月 毎週木曜日 11時～12時 11 287

34 無理なく免疫力UPストレッチ＆ヨガ教室 健康・体験 加藤　恵子 11・12・1月 毎週金曜日 9時30分～10時30分 9 137

35 (金)ゆったりのんびりリラックスヨガ教室 健康・体験 片岡　歩 11・12・1月 毎週金曜日 11時～12時 9 129

36 健康セミナー・膝痛腰痛セルフケア 健康・体験 福田　恵一 4月 24日 10時30分～12時 1 32

37 健康セミナー・身体のメンテナンス 健康・体験 石崎亜矢子 5月 29日 15時～16時 1 19

38 健康セミナー・ツボ押しストレッチ 健康・体験 福田　恵一 6月 6日 10時30分～12時 1 18

39 健康セミナー・冷房対策基礎代謝UP 健康・体験 石崎亜矢子 7月 24日 15時～16時 1 19

40 健康セミナー・身体の土台骨盤調整 健康・体験 石崎亜矢子 10月 30日 15時～16時 1 24

41 健康セミナー・首肩こり改善セルフケア 健康・体験 福田　恵一 11月 7日 10時30分～12時 1 8

趣味・教養講座 計 6787

テーマ（参加者計） 講座内容 講師名 実施月 開催日 時間 回数 参加者数

1 英会話教室（マリル） 趣味・教養 中村　マリル 4・5・6月 毎週火曜日 9時30～10時45分 12 141

2 今日からスタートはじめての英会話 趣味・教養 中村　マリル 4・5・6月 毎週火曜日 11時15分～12時30分 12 88

3 英会話教室（マリセル） 趣味・教養 長濱マリセル 4・5・6月 毎週土曜日 10時～11時30分 12 158

4 おもてなしで海外旅行で使える英会話 趣味・教養 長濱マリセル 4・5・6月 毎週土曜日 11時15分～12時30分 12 89

5 英会話教室（マリル） 趣味・教養 中村　マリル 7・8・10月 毎週火曜日 9時30～10時45分 12 135

6 今日からスタートはじめての英会話 趣味・教養 中村　マリル 7・8・10月 毎週火曜日 11時15分～12時30分 12 91

7 英会話教室（マリセル） 趣味・教養 長濱マリセル 7・8・10月 毎週土曜日 10時～11時30分 11 130

8 おもてなしで海外旅行で使える英会話 趣味・教養 長濱マリセル 7・8・10月 毎週土曜日 11時15分～12時30分 11 60

9 英会話教室（マリル） 趣味・教養 中村　マリル 11・12・1月 毎週火曜日 9時30～10時45分 9 110

10 今日からスタートはじめての英会話 趣味・教養 中村　マリル 11・12・1月 毎週火曜日 11時15分～12時30分 9 35

11 英会話教室（マリセル） 趣味・教養 長濱マリセル 11・12・1月 毎週土曜日 10時～11時30分 7 139

12 おもてなしで海外旅行で使える英会話 趣味・教養 長濱マリセル 11・12・1月 毎週土曜日 11時15分～12時30分 7 66

13 消しゴムハンコで絵葉書を作ろう 趣味・教養 岡本　順子 11・12月 水曜日 13時30分～15時 6 19

14 ベビーマッサージ教室 趣味・教養 堀内　美佳 11・12・1月 月曜日 11時～12時 7 40

15 ビーズアクセサリー教室 趣味・教養 河上　育子 11・12・1月 金曜日 19時～20時30分 9 58

16 夏休み囲碁教室 趣味・教養 山本　広斉 8月 日曜日 13時30分～15時30分 3 14

音楽講座 計 1373

テーマ（参加者計） 講座内容 講師名 実施月 開催日 時間 回数 参加者数

1 DUO　CROMATIC　デビューコンサート 音楽 上保朋子,知久絵里香 7月 11日 14時～15時30分 1 81

計 81



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙２ 



小山市立生涯学習センターؙ利用実績報告書（令和3年度）
器具等

金額／円 利用者数／人 金額／円 利用者数／人 金額／円 利用者数／人 金額／円 利用者数／人 金額／円 利用者数／人 金額／円 金額／円 利用者数／人

4月 155,500     1,009       74,100     1,327       85,740     482          91,500     430          61,880     145          59,000     527,720     3,393       

5月 179,900     480          58,750     1,114       92,850     495          75,270     219          37,400     173          26,000     470,170     2,481       

6月 145,000     1,020       41,850     1,040       72,880     611          97,350     320          55,000     157          42,000     454,080     3,148       

7月 163,900     931          57,000     1,052       79,800     526          92,220     254          37,100     170          70,000     500,020     2,933       

8月 69,900       293          15,300     816          54,400     375          34,380     180          32,880     91            24,000     230,860     1,755       

9月 -               -              -              -               -              

10月 137,000     655          74,530     1,382       94,100     554          81,750     244          57,600     137          56,000     500,980     2,972       

11月 155,500     887          23,450     1,104       69,600     565          74,700     255          50,000     174          40,000     413,250     2,985       

12月 156,000     746          51,125     992          63,000     487          78,900     291          44,880     120          60,500     454,405     2,636       

1月 146,200     487          49,400     715          67,350     429          76,620     240          39,090     68            41,500     420,160     1,939       

2月 74,200       153          78,200     315          53,420     223          68,280     278          30,480     59            37,000     341,580     1,028       

3月 161,650     748          61,250     255          79,380     383          74,040     341          47,400     136          65,000     488,720     1,863       

合計 1,544,750  7,409       584,955    10,112     812,520    5,130       845,010    3,052       493,710    1,430       521,000    4,801,945  27,133     

合計ホール ギャラリー 第一セミナー室 第二セミナー室 和室

1 / 6 ページ



《月別》

稼働日数 稼働率 稼働日数 稼働率 稼働日数 稼働率 稼働日数 稼働率 稼働日数 稼働率 稼働可能日数 稼働日数 稼働率

4月 30 26 86.7% 29 96.7% 30 100.0% 29 96.7% 18 60.0% 150 132 88.0%

5月 31 22 71.0% 30 96.8% 28 90.3% 26 83.9% 19 61.3% 155 125 80.6%

6月 30 19 63.3% 27 90.0% 28 93.3% 28 93.3% 19 63.3% 150 121 80.7%

7月 31 20 64.5% 25 80.6% 25 80.6% 24 77.4% 21 67.7% 155 115 74.2%

8月 31 8 25.8% 20 64.5% 22 71.0% 18 58.1% 11 35.5% 155 79 51.0%

9月 30 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 150 0 0.0%

10月 31 21 67.7% 26 83.9% 30 96.8% 27 87.1% 20 64.5% 155 124 80.0%

11月 30 25 83.3% 28 93.3% 29 96.7% 27 90.0% 20 66.7% 150 129 86.0%

12月 28 19 67.9% 23 82.1% 27 96.4% 23 82.1% 17 60.7% 140 109 77.9%

1月 28 20 71.4% 20 71.4% 26 92.9% 27 96.4% 11 39.3% 140 104 74.3%

2月 28 11 39.3% 17 60.7% 20 71.4% 24 85.7% 13 46.4% 140 85 60.7%

3月 31 20 64.5% 12 38.7% 29 93.5% 28 90.3% 20 64.5% 155 109 70.3%

合計・平均 359 211 58.8% 257 71.6% 294 81.9% 281 78.3% 189 52.6% 1795 1232 68.6%

小山市立生涯学習センター各施設稼働率実績報告書（令和３年度）

和室 合計

稼働可能日数

ホール ギャラリー 第一セミナー室 第二セミナー室

2 / 6 ページ



器具等

金額／円 利用者数／人 金額／円 利用者数／人 金額／円 利用者数／人 金額／円 利用者数／人 金額／円 利用者数／人 金額／円 金額／円 利用者数／人

4月 36,300       138          9,250       10            51,345       98            50,610       107          16,740     6              -              164,245     359          

5月 4,500        9              15,000     20            27,900       131          17,100       47            840          -              5,500       70,840      207          

6月 40,180       148          54,700     152          71,130       323          79,740       180          34,080     53            4,000       283,830     856          

7月 141,150     530          59,500     724          78,180       395          73,850       245          34,980     65            19,500     407,160     1,959       

8月 219,650     605          217,600   710          87,180       362          90,330       291          29,000     61            50,500     694,260     2,029       

9月 83,000       504          61,500     938          76,200       390          63,990       193          22,800     59            18,500     325,990     2,084       

10月 115,950     553          47,250     845          116,550      444          70,300       242          26,880     84            37,000     413,930     2,168       

11月 157,400     955          103,000   943          77,700       387          86,090       223          33,900     128          49,500     507,590     2,636       

12月 111,500     668          72,250     765          65,880       321          53,350       189          25,500     113          45,400     373,880     2,056       

1月 91,350       282          35,350     441          47,340       177          49,280       142          20,580     62            24,000     267,900     1,104       

2月 23,000       85            86,250     474          38,100       147          30,840       72            8,000       32            9,000       195,190     810          

3月 128,500     596          41,850     913          70,140       430          72,800       204          27,900     105          43,500     384,690     2,248       

合計 1,152,480  5,073       803,500   6,935       807,645      3,605       738,280      2,135       281,200   768          306,400   4,089,505  18,516     

小山市立生涯学習センターؙ利用実績報告書（令和2年度）

ホール ギャラリー 第一セミナー室 第二セミナー室 和室 合計

3 / 6 ページ



《月別》

稼働日数 稼働率 稼働日数 稼働率 稼働日数 稼働率 稼働日数 稼働率 稼働日数 稼働率 稼働可能日数 稼働日数 稼働率

4月 30 5 16.7% 1 3.3% 18 60.0% 16 53.3% 3 10.0% 150 43 28.7%

5月 31 2 6.5% 1 3.2% 14 45.2% 8 25.8% 0 0.0% 155 25 16.1%

6月 30 7 23.3% 12 40.0% 28 93.3% 22 73.3% 10 33.3% 150 79 52.7%

7月 31 19 61.3% 23 74.2% 28 90.3% 25 80.6% 12 38.7% 155 107 69.0%

8月 31 22 71.0% 26 83.9% 29 93.5% 28 90.3% 11 35.5% 155 116 74.8%

9月 30 13 43.3% 28 93.3% 26 86.7% 25 83.3% 13 43.3% 150 105 70.0%

10月 31 17 54.8% 25 80.6% 30 96.8% 24 77.4% 11 35.5% 155 107 69.0%

11月 30 20 66.7% 28 93.3% 26 86.7% 25 83.3% 16 53.3% 150 115 76.7%

12月 28 18 64.3% 25 89.3% 23 82.1% 21 75.0% 16 57.1% 140 103 73.6%

1月 28 12 42.9% 14 50.0% 18 64.3% 19 67.9% 8 28.6% 140 71 50.7%

2月 28 7 25.0% 16 57.1% 15 53.6% 13 46.4% 4 14.3% 140 55 39.3%

3月 31 19 61.3% 25 80.6% 27 87.1% 25 80.6% 14 45.2% 155 110 71.0%

合計・平均 359 161 44.8% 224 62.4% 282 78.6% 251 69.9% 118 32.9% 1795 1036 57.7%

小山市立生涯学習センター各施設稼働率実績報告書（令和2年度）

稼働可能日数

ホール ギャラリー 第一セミナー室 第二セミナー室 和室 合計

4 / 6 ページ



器具等

金額／円 利用者数／人 金額／円 利用者数／人 金額／円 利用者数／人 金額／円 利用者数／人 金額／円 利用者数／人 金額／円 金額／円 利用者数／人

4月 232,500     2,259       66,550     1,183       100,740      589          103,200      475          55,500     361          52,500     610,990     4,867       

5月 270,000     2,557       46,200     1,062       84,300       686          71,130       399          45,000     358          52,000     568,630     5,062       

6月 200,000     1,892       82,000     1,137       114,900      633          107,250      524          45,240     357          57,500     606,890     4,543       

7月 195,500     2,324       68,750     1,917       80,340       669          93,900       486          51,600     397          62,000     552,090     5,793       

8月 231,500     2,288       170,500   1,053       94,500       552          71,550       508          51,600     415          59,000     678,650     4,816       

9月 232,000     1,949       72,100     1,383       86,000       802          83,040       530          43,280     349          48,500     564,920     5,013       

10月 251,500     2,132       119,500   2,676       91,200       453          88,890       415          45,500     304          63,500     660,090     5,980       

11月 298,500     2,190       87,500     1,321       76,800       646          85,500       398          39,540     264          92,000     679,840     4,819       

12月 239,500     2,478       37,000     1,214       70,700       759          77,840       443          37,800     391          62,500     525,340     5,285       

1月 197,900     1,707       27,250     1,527       80,400       631          62,900       314          34,500     284          48,500     451,450     4,463       

2月 197,340     1,956       89,800     1,035       92,100       661          101,730      300          39,900     258          34,500     555,370     4,210       

3月 72,750       515          44,400     162          76,170       306          52,140       193          22,800     45            11,000     279,260     1,221       

合計 2,618,990  24,247     911,550   15,670     1,048,150   7,387       999,070      4,985       512,260   3,783       643,500   6,733,520  56,072     

小山市立生涯学習センターؙ利用実績報告書（令和元年度）

ホール ギャラリー 第一セミナー室 第二セミナー室 和室 合計

5 / 6 ページ



《月別》

稼働日数 稼働率 稼働日数 稼働率 稼働日数 稼働率 稼働日数 稼働率 稼働日数 稼働率 稼働可能日数 稼働日数 稼働率

4月 30 26 86.7% 28 93.3% 30 100.0% 29 96.7% 26 86.7% 150 139 92.7%

5月 31 29 93.5% 28 90.3% 31 100.0% 26 83.9% 27 87.1% 155 141 91.0%

6月 30 28 93.3% 27 90.0% 30 100.0% 30 100.0% 27 90.0% 150 142 94.7%

7月 31 31 100.0% 30 96.8% 30 96.8% 28 90.3% 26 83.9% 155 145 93.5%

8月 31 29 93.5% 30 96.8% 28 90.3% 24 77.4% 25 80.6% 155 136 87.7%

9月 30 29 96.7% 28 93.3% 29 96.7% 28 93.3% 24 80.0% 150 138 92.0%

10月 31 30 96.8% 30 96.8% 29 93.5% 27 87.1% 28 90.3% 155 144 92.9%

11月 30 29 96.7% 28 93.3% 29 96.7% 29 96.7% 24 80.0% 150 139 92.7%

12月 28 24 85.7% 25 89.3% 25 89.3% 27 96.4% 26 92.9% 140 127 90.7%

1月 28 26 92.9% 25 89.3% 26 92.9% 21 75.0% 23 82.1% 140 121 86.4%

2月 29 26 89.7% 27 93.1% 28 96.6% 25 86.2% 21 72.4% 145 127 87.6%

3月 31 10 32.3% 11 35.5% 23 74.2% 16 51.6% 8 25.8% 155 68 43.9%

合計・平均 360 317 88.1% 317 88.1% 338 93.9% 310 86.1% 285 79.2% 1800 1567 87.1%

小山市立生涯学習センター各施設稼働率実績報告書（令和元年度）

稼働可能日数

ホール ギャラリー 第一セミナー室 第二セミナー室 和室 合計
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大学審議会

 1990/1 答申等 

生涯学習の基盤整備について（答申） （第２８回答申（平成２年１月
３０日）） 

28　生涯学習の基盤整備について（答申）


（諮　問）

平成元年４月24日
中央教育審議会

文部大臣　西　岡　武　夫
次の事項について，別紙理由を添えて諮問します。



新しい時代に対応する教育の諸制度の改革について
（理　由）
今後の我が国の社会については，国際化，情報化，高齢化など大きな変化が予想されてい
る。このような社会の変化に適切に対応した教育を実現するため，これまでも生涯学習，初
等中等教育，高等教育など各般にわたる教育改革を推進しているところであるが，今後と
も，中長期的展望に立って制度上の諸課題について不断に検討していくことが必要である。
今日の学校教育については，後期中等教育や高等教育の著しい普及とその実態の多様化に伴
い，高等学校教育の画一性・硬直性や学校不適応者の増加，更には受験競争の過熱化や偏差
値偏重の弊害など様々の問題が指摘され，後期中等教育及びその高等教育との接続等の在り
方が問われている。また，生涯学習については，人々の学習需要の高度化・多様化に応じて
体系的な振興方策を樹立することが求められている。
よって，この際，後期中等教育から高等教育にわたる教育の諸課題に係る改善方策及び生涯
学習に係る振興方策に関して，次のような施策を講ずることの適否及び問題点について検討
することが必要である。
（審議事項）
１　後期中等教育の改革とこれに関連する高等教育の課題
今日の後期中等教育については，時代の変化や生徒の多様な実態に柔軟に対応していくこと
が求められている。このため，新しい高等学校学習指導要領の趣旨を徹底するとともに，今
後は学校制度についても所要の見直しを行い，後期中等教育のより一層の多様化・弾力化を
図ることとし，これに関連する高等教育の課題も併せて次のような諸改革を行う。
(１)　高等学校の修業年限を見直し，現行の３年制のほか４年制高等学校の設置を認める。
この場合，分野を限定して専門教育に限るか，あるいは普通教育にも認めるかについて検討
する。
(２)　社会経済の進展に対応した専門教育の実現を図るとともに，高等学校教育における幅
広い職業教育の充実を図るため，現行の学科制度の再編成を行う。
なお，高等学校間の単位互換を推進するなど，普通科と職業学科との有機的連携を図るため
の措置を講ずる。
(３)　職業・実際生活に必要な教育を重点的に行う高等学校や，幅広い選択を可能とする総
合的な高等学校，国際化の進展に対応した高等学校など新しいタイプの高等学校の設置を奨
励する。
(４)　高等学校における単位制度の趣旨を生かし，生徒の学習における選択の幅を広げるた
め，多様な選択科目の開設が可能となる措置を講ずる。
(５)　特定の分野などにおいて特に能力の伸長が著しい者について，大学入学の年齢制限緩
和など，教育上の例外措置を講ずることの可否について検討する。
(６)　高等専門学校については，後期中等教育と高等教育とを一貫して行う教育機関として
一層の充実を図るため，分野の拡大，高等学校からの編入学の拡大などの拡充方策を講ずる
とともに，新しい名称を検討する。
(７)　短期大学については，その果たす役割，社会的・地域的ニーズの変化等を踏まえ，下
記２の諸施策との関連で，「生涯学習センター」（仮称）の開設の奨励など，生涯学習機関
としての在り方について検討する。
(８)　後期中等教育の改革と関連して，後期中等教育と高等教育の接続の改善を図る観点か
ら，高等学校教育と大学の一般教育との関係，４年制高等学校の卒業者等に係る大学の修業
年限の在り方，入試時期の繰下げなどについて，大学審議会との関係を考慮しつつ，検討す
る。
２　生涯学習の基盤整備
人々の高度化・多様化する学習需要に応じて生涯学習の振興を図る観点から，生涯学習の推
進体制・推進機関を整備するとともに，様々な学習成果を適切に評価し学校との連携を強化
するため，次のような施策を推進する。
(１)　生涯学習の総合的な振興を図るため，生涯学習の推進体制，学習情報の提供，生涯学
習に関する専門家の資格，生涯学習活動重点地域等について法的整備を行うとともに，民間
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教育事業の支援の在り方を検討する。
(２)　地域の生涯学習の中心機関となる「生涯学習センター」（仮称）を設置し，自ら主催
講座等の事業を行うとともに，放送大学の学習センターとなるなど各種の学習・教育機関と
の連携を図る方途を講ずる。
(３)　「生涯学習センター」（仮称）の機能として，このセンターやその他の教育訓練機関
の学習の成果を適切に評価し，学校教育の単位として転換する仕組み及びこれらを各種公的
資格の基礎とするための方途について検討する。
３　以上のほか，関連する重要事項について検討する。


（答　申）

平成２年１月30日
文部大臣　石　橋　一　弥　殿

中央教育審議会会長
清　　水　　　　　司



生涯学習の基盤整備について（答申）

本審議会は，平成元年４月，文部大臣から「新しい時代に対応する教育の諸制度の改革につ
いて」諮問を受け，後期中等教育の改革とこれに関連する高等教育の課題及び生涯学習の基
盤整備について審議を進めてまいりました。
今回，生涯学習の基盤整備について次の結論を得ましたので答申します。



はじめに
１　中央教育審議会は，平成元年４月24日，文部大臣から「新しい時代に対応する教育の諸
制度の改革について」諮問を受けた。同年６月，後期中等教育の改革とこれに関連する高等
教育の課題を検討する「学校制度に関する小委員会」及び生涯学習の基盤整備について検討
する「生涯学習に関する小委員会」を設置し，審議を進めてきた。
本審議会は，「生涯学習に関する小委員会」を中心として，文部大臣の諮問において審議事
項として示された生涯学習の基盤整備に関する次の事項について審議を行った。
1)　生涯学習の総合的な振興を図るため，生涯学習の推進体制，学習情報の提供，生涯学習
に関する専門家の資格，生涯学習活動重点地域等について法的整備を行うとともに，民間教
育事業の支援の在り方を検討する。
2)　地域の生涯学習の中心機関となる「生涯学習センター」（仮称）を設置し，自ら主催講
座等の事業を行うとともに，放送大学の学習センターとなるなど各種の学習・教育機関との
連携を図る方途を講ずる。
3)　「生涯学習センター」（仮称）の機能として，このセンターやその他の教育訓練機関の
学習の成果を適切に評価し，学校教育の単位として転換する仕組み及びこれらを各種公的資
格の基礎とするための方途について検討する。
4)　短期大学については，その果たす役割，社会的・地域的ニーズの変化等を踏まえ，生涯
学習の基盤整備についての諸施策との関連で，「生涯学習センター」（仮称）の開設の奨励
など，生涯学習機関としての在り方について検討する。
なお，諮問において後期中等教育の改革とこれに関連する高等教育の課題に関して示された

上記 の審議事項については，「生涯学習センター」（仮称）の開設を奨励することについ
て審議を行った。
２　「生涯学習に関する小委員会」は，平成元年10月31日，「生涯学習に関する小委員会審
議経過報告」をとりまとめ，総会の了承を経て公表した。
本審議会は，この審議経過報告に関する関係団体の意見等を勘案して慎重に審議を重ね，こ
こに答申としてとりまとめた。
３　今回の答申をとりまとめるに当たっては，生涯学習は人々が自発的意思に基づいて行う
ことを基本とするものであり，生涯学習の基盤を整備することが当面する重要な課題である
との基本的認識に立ち，人々の生涯学習を支援するための施策を中心に検討した。

なお，上記 の審議事項のうち，学習成果の評価認定の仕組みや学校教育の単位として転換
する仕組み等については，幅広い観点から今後更に審議を続けることとしている。
４　もとより，生涯学習を全体として振興していくためには，本答申で提言する施策を推進
するとともに，学校教育，社会教育をはじめとするあらゆる学習機会を相互の関連性を考慮
しつつ総合的に整備充実していくことが必要である。
行政当局においては，今後の我が国における生涯学習の重要性にかんがみ，この答申で示し
た諸施策を速やかに実施するよう要望する。



第１　生涯学習の基盤整備の必要性
１　近年，社会の各分野において生涯学習への関心が高まり，学校，地域，職場等におい
て，個人やグループが様々な機会や手段・方法を利用して多種多様な学習活動を行ってい
る。
このように生涯学習が盛んに行われている社会的背景としては，所得水準の向上，自由時間
の増大，高齢化の進行等に伴い，学習自体に生きがいを見いだすなど人々の学習意欲が高ま
っていることに加え，科学技術の高度化や情報化・国際化の進展により，絶えず新たな知
識・技術を習得する必要が生じていることが挙げられよう。特に今後は，産業構造や就業構
造の急激な変化，さらには，本格的な高齢化社会の到来を背景に，人々の学習需要は一層高
度かつ多様なものとなるであろう。
また，我が国においては，学校教育への過度の依存に伴う学歴偏重の弊害が生じており，今
後はこれを是正して，人々が生涯にわたって学習し，それを正当に評価する社会を築いてい
くことが重要と考えられる。
生涯学習については，第12期中央教育審議会が，昭和56年に「生涯教育について」答申を行
っている。この答申においては，人々は，自己の充実・啓発や生活の向上のため，適切かつ
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豊かな学習の機会を求めており，これらの学習は，各人がその自発的意思に基づいて行うこ
とを基本とし，必要に応じ自己に適した手段・方法を自ら選んで生涯を通じて行うものであ
り，生涯学習と呼ぶのがふさわしいとしている。
そして，この生涯学習のために，自ら学習する意欲と能力を養い，社会の様々な教育機能を
相互の関連性を考慮しつつ総合的に整備充実しようとするのが生涯教育の考え方であるとし
ている。言い換えれば，生涯教育とは，国民の一人一人が充実した人生を送ることを目指し
て生涯にわたって行う学習を助けるために，教育制度全体がその上に打ち立てられるべき基
本的な理念であるとしている。
この答申では，以上のような考え方に立って，乳幼児期から高齢期に至る生涯教育に関する
課題及び基本的な施策の方向を示している。
また，昭和59年から62年まで設置された臨時教育審議会は，その答申において，我が国が今
後，時代の変化に主体的に対応し，豊かで活力のある社会を築くためには，学歴社会の弊害
を是正するとともに生涯学習体系への移行を図っていくことが大切であるとした。
そして，どこで学んでも，いつ学んでも，その成果が適切に評価され，多元的に人間が評価
されるよう，人々の意識を社会的に形成していく必要があると指摘している。その上で，人
生の各段階の要請にこたえ，新たな観点から，家庭，学校，地域などの各分野の広範な教
育・学習の体制や機会を総合的に整備する必要があると提言した。


２　これらの答申の趣旨に基づき，学校教育，社会教育などの分野において，生涯学習を振
興する観点から各種の施策が進められており，様々な学習の機会が提供されている。
これらの中で最も組織的・体系的に学習の機会を提供しているものは学校である。生涯学習
における学校の役割としては，次の二つのことが重要である。
第一は，人々の生涯学習の基礎を培うことである。このことはとりわけ小学校，中学校や幼
稚園の段階で重要である。
生涯学習の基礎を培うためには，基礎的・基本的な内容に精選するとともに自ら学ぶ意欲と
態度を養うことが肝要である。平成元年３月に行われた学習指導要領の改訂においても，こ
れらの観点が特に重視されている。
第二は，地域の人々に対して様々な学習機会を提供することである。このことはとりわけ大
学・短期大学，高等専門学校，高等学校や専修学校（以下，「大学・短大等」という。）に
対して要請されている。
このような要請に応じて今日では，社会人を受け入れたり各種の公開講座を開催するととも
に，図書館や体育館・運動場等の施設を地域の人々の利用に供する動きが広まりつつある。
また，放送大学は現在，その対象地域が関東地域に限られているが，広く社会に開かれた大
学としてその全国化への期待が高まっている。
次に，教育委員会や社会教育施設等が提供している様々な教育・スポーツ・文化活動の機会
がある。
特に公民館や図書館，博物館等では，地域における人々の学習需要に応じて，多様な学習の
機会が提供されている。今日では，その学習需要の高度化・多様化に対応して，学習の目的
も知識・技術の習得を求めるものから趣味や生きがいにかかわるものまで，また，その内容
も専門的なものから日常的なものまで極めて幅広いものとなっている。このほか社会通信教
育による学習や社会教育関係団体の活動など様々な学習活動も行われている。
社会教育は，これまでも地域の諸課題に応じて大きな役割を果たしてきており，その重要性
は一層高まっている。今後は特に，青少年の学校外活動・地域活動，女性の社会参加の増大
に伴い必要となる学習活動，さらには高齢者の充実した生活設計をささえる学習活動を促進
することが重要である。
さらに，今日では，種々の行政機関や民間の教育事業者も様々な学習の機会を提供してい
る。
都道府県では，母子の健康や高齢者の生活に関する講座，勤労青少年や働く女性のための講
座など，それぞれの行政目的に応じた様々な講座を開催している。また，民間教育事業者に
よる教育・スポーツ・文化事業も都市部を中心に盛んになっている。例えば，カルチャーセ
ンターは，民間の創意工夫により，人々の学習需要に柔軟に対応した学習機会を提供してい
る。
これらのほか，公共職業訓練所等では，職業人としての能力開発が組織的に行われている。
さらに，各企業等でも，様々な形で教育・訓練を行っており，従業員が大学・短大等に再入
学することを奨励したり，有給教育・訓練休暇を認めているところも増加している。
このように，今日の我が国においては，学校，地域，職場等を通じて多種多様な学習機会が
提供されており，今後ともそれぞれの学習機会をより充実し，人々の学習活動をより活発に
していくことが必要である。


３　以上のような生涯学習の考え方及び現状を踏まえると，今後生涯学習を推進するに当た
り特に次の点に留意する必要があろう。
1)　生涯学習は，生活の向上，職業上の能力の向上や，自己の充実を目指し，各人が自発的
意思に基づいて行うことを基本とするものであること。
2)　生涯学習は，必要に応じ，可能なかぎり自己に適した手段及び方法を自ら選びながら生
涯を通じて行うものであること。
3)　生涯学習は，学校や社会の中で意図的，組織的な学習活動として行われるだけでなく，
人々のスポーツ活動，文化活動，趣味，レクリエーション活動，ボランティア活動などの中
でも行われるものであること。
生涯学習を振興するに際して国や地方公共団体に期待される役割は，人々の学習が円滑に行
われるよう，生涯学習の基盤を整備して人々の生涯学習を支援していくことである。
このような観点から今日の状況をみると，次のような課題を指摘することができよう。
まず第一は，学習者が自ら適切な学習機会を選択し，自主的に学習を進めることができるよ
う，学習情報を提供することや学習者のための相談体制を整備することである。
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生涯学習は，上述のように，学習者の自発性，自主性に基づいて行われることが基本であ
る。学習の目的や課題は様々であり，各人が最も適した学習機会や方法を自ら選択していく
ことになる。しかし，現状では，生涯学習に関する情報を提供したり，これらの情報に基づ
いて学習者の相談に応じる体制は，必ずしも十分に整備されていない。
今後は，これらの学習情報の提供や学習相談の体制を整備することが必要であり，その際，
地域の生涯学習施設相互の間を最新の情報通信手段で結んで，生涯学習に関する情報のネッ
トワークを構築することが重要である。
また，情報の収集・提供や学習相談など，生涯学習に関して十分な知識経験を有する専門的
職員の役割が大きい。さらに，充実した学習機会を提供するためには，優れた指導者・助言
者を確保することが必要である。その際，地域において生涯学習に関し知識経験を有する者
を広く求めることも重要であろう。
第二は，潜在的な学習需要を持つ人々に対しても適切な配慮を行い，併せて学習意欲を高め
るための啓発活動や学習の成果の評価を行うなど，生涯学習を奨励することである。
今日では，多くの人々が様々な学習を行っている一方，学習意欲はありながら様々な要因に
より，学習の機会に恵まれていない者も多い。これらの人々に対しては，学習しやすい環境
を整備することが重要であり，教育・スポーツ・文化等のための施設を身近に整備したり，
利用時間帯の柔軟化を図るなど学習者の立場に立った利用しやすい施設の運営に配慮するこ
とが必要である。
特に今後は，産業構造や就業構造などの急激な変化に対応して勤労者の生涯学習の必要性が
高まっていることから，その職業能力開発や多様な学習を促進することが重要な課題となる
と考えられる。このため，各企業等における教育・訓練を充実することや労働時間の短縮，
有給教育・訓練休暇制度の普及などにより勤労者が学習活動に参加しやすい諸条件を整備す
ることが望まれる。
さらに，積極的に学び，自己の向上を図ろうとする人々の意欲を高めるためには，学習グル
ープの育成や生涯学習の啓発に関する各種の事業を通じて地域の学習環境の整備を図るほ
か，学習成果を評価して学習を奨励する方策についても検討すべきであろう。
第三は，人々の学習需要に対応した学習機会を確保するため，生涯学習施設相互の連携を図
ることである。
今日では，生涯学習に関する多様な機会は，教育・スポーツ・文化施設，職業訓練施設等
様々な施設により提供されているが，これまでのところ相互の連携・協力について十分に考
慮されているとはいえない。
人々の学習需要に対応するためには，それぞれの地域において人々がどのような学習機会を
求めているかを把握するとともに，必要な場合には新たな学習プログラムの研究開発を行
い，関係学習施設の相互の連携の下に，学習者に利用しやすい形で学習機会を提供していく
ことが必要である。
特に，民間の教育事業については，人々の多様な学習需要に柔軟に対応して，生涯学習の進
展のため果たす役割が期待されている。
また，地域における学習需要の高度化に対応して，大学・短大等の果たす役割も一層重要に
なると考えられる。
第四は，以上の課題を踏まえて，生涯学習を総合的に推進するため，関係行政機関等の各種
の施策に関し，連絡調整を図る体制を整備することである。
生涯学習に関しては，国，地方の段階で種々の行政機関等が様々な施策を展開している。今
後，上記の諸課題を踏まえ，生涯学習を総合的に推進していくためには，これらの関係行政
機関等において，国，地方の間の連携・協力にも十分留意しながら，それぞれの施策につい
て連絡調整を図ることが望ましい。このための組織を国や地方の段階で整備していくことが
必要である。



第２　生涯学習の基盤整備のための施策


上記第１の考え方に基づき，審議事項に沿って，生涯学習の基盤整備のための施策として，
国・都道府県・市町村における生涯学習の推進体制，地域の生涯学習の中心機関，生涯学習
活動重点地域，民間教育事業の支援の在り方について検討を行った。
１　生涯学習の推進体制について
今日，国・都道府県・市町村の行政機関等では，それぞれの行政目的に従って，教育・スポ
ーツ・文化，健康，職業能力開発等の学習機会を提供したり，学習の場を整備するなどの施
策を行っている。
今後，人々の高度化・多様化する学習需要に対応し，生涯学習を総合的に推進していくため
には，それぞれの施策を充実するとともに，相互の連携・協力を図ることが重要である。
このため，国・都道府県・市町村において，生涯学習の各種施策の連絡調整を図る組織を整
備することが必要と考えられる。
(１)　国における連絡調整組織
国においては，教育・スポーツ・文化等に関する生涯学習の推進のための重要事項や文部省
と関係省庁の諸施策に関し連絡調整を要するものなどについて調査審議を行う組織の設置に
ついて検討する必要がある。
この組織は，教育・スポーツ・文化等の学識経験者等で構成し，運営に当たっては，地方公
共団体等の意見も反映されるように留意する必要がある。
(２)　都道府県及び市町村における連絡調整組織
都道府県においては，現在，そのすべてに，生涯学習推進のために連絡調整を行う組織が設
置されている。今後は，これらに対して制度上の位置付けを与える必要があると考えられ
る。
また，市町村においても，一部では連絡調整のための組織が設置されているが，これらの組
織についても，制度上の位置付けを与える必要があると考えられる。


２　地域における生涯学習推進の中心機関等について
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諮問で示された地域における生涯学習の中心機関となる「生涯学習センター」（仮称）につ
いては，都道府県に設置する「生涯学習推進センター」と大学・短大等の生涯学習センター
とに分けて検討を行った。
１　「生涯学習推進センター」について
1)　地域における生涯学習をより一層推進していくためには，学習機会を提供するだけでな
く，人々が学習機会を選択したり，自主的な学習活動を進めることについて援助を行うこと
も大切である。今後は特に，生涯学習に関する情報を提供したり，各種の生涯学習施設相互
の連携を促進し，人々の生涯学習を支援する体制を整備していくことが重要である。このた
め，それぞれの地域の生涯学習を推進するための中心機関となる「生涯学習推進センター」
（以下，「推進センター」という。）を設置することが必要と考えられる。
この「推進センター」は，その果たすべき機能や人々の学習活動圏の広がりにかんがみ，都
道府県が設置し，次に掲げる事業を集中して行うことが適当である。
なお，現在でも，これらの事業の一部を行う機関を設置している都道府県もあり，これらに
ついては，その機能を一層充実することにより，「推進センター」として整備を図っていく
ことが望まれる。

i)　生涯学習情報の提供及び学習相談体制の整備充実に関すること
ii)　学習需要の把握及び学習プログラムの研究・企画に関すること
iii)　関係機関との連携・協力及び事業の委託に関すること
iv)　生涯学習のための指導者・助言者の養成・研修に関すること
v)　生涯学習の成果に対する評価に関すること
vi)　地域の実情に応じて，必要な講座等を主催すること
なお，放送大学との連携・協力を行うこと

i)　生涯学習情報の提供及び学習相談体制の整備充実に関すること
人々が最も適した学習機会を選択することができるようにするためには，地域における種々
の学習情報を迅速に入手することができ，また，学習相談を手軽に利用できるような条件整
備が重要である。
このため，「推進センター」と各市町村や生涯学習施設との間をコンピュータ等の情報通信
手段で結ぶネットワークを構築することにより，都道府県内の学習機会やその内容，利用方
法などに関する情報を公民館，図書館等の身近な施設で提供できるようにする。このような
システムを活用することにより，これらの施設における学習相談活動の一層の充実を図る。
また，各都道府県の「推進センター」相互間における連携・協力を進め，生涯学習情報の交
換の範囲を広げるようにする。これにより，提供できる情報量を豊富にするとともに，各地
における優れた実践例を参考にして，よりよい学習機会の提供を行うなどの効果が期待でき
る。
なお，これらの生涯学習情報システムが全都道府県において整備される見通しが得られる段
階では，全国的なネットワークとして機能するための中心的組織を整備することについて検
討する必要がある。
ii) 学習需要の把握及び学習プログラムの研究・企画に関すること
実態調査や学習相談活動などにより，人々の学習需要を的確に把握し，これに対応した学習
機会を提供する。また，新たな学習プログラムの研究開発を進める。
iii) 関係機関との連携・協力及び事業の委託に関すること
地域の学習機会を整備充実するため，大学・短大等，社会教育施設，スポーツ・文化施設，
教育訓練施設，あるいは民間教育施設との連携・協力を図る。必要に応じて，これらの施設
等の自主性を尊重しつつ，講座の開設を委託する。
iv) 生涯学習のための指導者・助言者の養成・研修に関すること
生涯学習を推進するためには，多様な学習活動について指導・助言を行う者の役割が重要で
ある。
人々の生涯学習を支援し，様々な分野において指導・助言を行う人材の確保や資質の向上を
図るため，ボランティアを含め生涯学習に関する指導者・助言者の養成や研修を行う。
v) 生涯学習の成果に対する評価に関すること
人々の学習活動を奨励するためには，学習成果を客観的かつ多元的に評価認定することが有
益であると考えられる。しかし，評価認定の仕組みについては，どのような範囲を評価の対
象とするか，評価の水準はどの程度のものとするかなどの課題があり，今後引き続き検討す
ることとする。
差し当たり，地域の実情に応じて，都道府県が行うボランティアや社会教育指導員などの養
成・研修事業における学習の成果を評価認定し，各種機関が行うボランティアの登録の参考
となるようにするとともに，市町村が社会教育指導員を採用する際に活用できるようにす
る。
このほか，地域の特色ある事業に関して行われる人材養成等についても，同様の取扱いをす
ることが考えられる。
vi) 地域の実情に応じて，必要な講座等を主催すること
それぞれの地域の実情に応じて，既存の機関では十分に提供されていない学習機会を充実す
るため，例えば，近年，学習需要が高まっている体系的・継続的な講座を主催したり，学習
プログラムの研究開発に関連して先導的に講座を開設するなど，「推進センター」自体が，
学習機会を提供する機能を併せ持つことも考えられる。
なお，放送大学は人々の生涯学習活動に大きな役割を果たすものであり，その実績等を評価
しながら全国化することが望まれる。その場合，「推進センター」を放送大学の学習センタ
ーの場として活用するなど，放送大学と「推進センター」との連携・協力を行うことも期待
される。
2)　「推進センター」がその機能を十分に果たしていくためには，生涯学習に関して幅広い
知識経験を有する専門的職員を配置する必要がある。
「推進センター」には，学習情報の収集・整理・提供，学習相談，学習プログラムの研究・
企画，指導者研修などについて十分な知識経験を有する専門的職員が不可欠であり，このよ
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うな資質能力を有する者の養成確保を図らなければならない。
また，社会教育に関しては，現在，社会教育主事や図書館の司書，博物館の学芸員などの資
格制度が整備されているが，この「推進センター」に置かれる専門的職員についても，既存
の専門的職員との関連も踏まえながら，生涯学習に関する実務経験や知識も考慮して，資格
を設けることが適当である。
なお，この専門的職員については，他の生涯学習施設にも配置を奨励することが望まれる。
(２)　大学・短大等の生涯学習センターについて
これからの大学・短大等は，生涯学習機関としての役割を強く期待されている。これまでに
も，聴講生・研究生制度の活用，社会人特別入試の活用，通信制による教育の提供，昼夜開
講制の実施，夜間等において教育を行う大学院の開設など，社会人を大学・短大等へ受け入
れるための取組みが行われてきている。また，学校の機能等を社会に開放することを目的と
して，学術研究の成果を社会へ還元するための公開講座の開設が逐年拡充されてきているほ
か，図書館や体育施設の開放も推進されている。このほか，新しいタイプの単位制高等学校
や社会の変化に即応した職業教育等を行う専修学校，さらには高等学校等の公開講座も，幅
広い学習者を対象として新たな学習機会を提供している。
今後，大学・短大等においては，生涯学習機関としての役割をも視野に入れて，履修形態や
カリキュラムの多様化・柔軟化を進めていくことが重要である。また，放送大学の全国化と
の関連で，放送大学との連携・協力が図られることも必要である。
以上のような取組みを進めるとともに，体系的・継続的な講座の実施や大学・短大等におけ
る学習機会に関する情報の提供・学習相談など，社会人を対象とした取組みをより積極的に
行う体制として，地域の学習需要を考慮しながら，各大学・短大等の自主的な判断により生
涯学習センターを開設することが期待される。
また，生涯学習センターは，地域の実情に応じ，前記の「推進センター」等と協力して，必
要な講座を開設したり，学習プログラムの研究開発を行うなど，地域社会との密接な連携を
図ることが望まれる。この場合，大学・短大等の自主性が十分尊重される必要がある。
(３)　「推進センター」等の名称について
名称については，それぞれの設置者が，その実情に即したふさわしい名称を検討することが
適当である。
(４)　学校教育の単位へ転換する仕組み等について
生涯学習の成果を学校教育の単位として転換する仕組み及びこれらを各種公的資格の基礎と
するための方途についても検討するとされており，今後，関係審議会等との関連も考慮しつ
つ，更に審議を続けることとする。


３　生涯学習活動重点地域について
地域における生涯学習を振興していくためには，人々の日常生活圏における生涯学習活動の
場の整備が重要な課題である。生涯学習活動をささえる教育・スポーツ・文化施設等の整備
状況をみると，地域的な偏りがみられ，特に民間施設等は都市部に集中している。
今後は，全国各地で，それぞれの地域特性を生かしつつ，充実した生涯学習活動の場を整備
していくことが求められており，国においては，各地域における生涯学習活動の場の整備を
誘導していく方策が必要である。
その方策としては，地域の要請に基づき日常生活圏において「生涯学習活動重点地域」を設
定し，同地域に教育・スポーツ・文化等の生涯学習施設を集中的に整備し，高度かつ多様な
学習機会を提供していくことが考えられる。その際，今後は特に民間活力の利用が重要であ
り，そのための税制，融資上の優遇措置を講ずることについて検討する必要がある。


４　民間教育事業の支援の在り方について
人々の学習需要の増大とその高度化・多様化を背景として，カルチャーセンター等の民間教
育事業が特に都市部において活発な事業を展開している。このような民間教育事業について
は，今後も，多様な学習需要に柔軟に対応しつつ，創意ある充実した学習機会を提供して発
展することが期待されている。
国及び地方公共団体は，民間教育事業者の自主性を尊重し，それぞれの自由な発展にゆだね
ることを基本としつつ，事業の種類や実態も考慮し，必要に応じて間接的な支援を行うこと
が望ましい。
このような支援の具体的な方策としては，「推進センター」の機能を活用するなどにより，
地域における学習需要の動向等に関する情報の交換を行うこと，人々に対する学習情報提
供・相談活動において民間教育事業に関する情報提供も行うよう配慮すること，民間教育事
業者の指導者の養成・研修に協力することが考えられる。また，民間教育事業者が相互に協
力しつつ，自主的に事業の水準の維持向上を図るための団体の育成を促進することも大切で
あろう。







（大臣官房政策課）
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